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れまでは壁や天井が黒い空間の中で映像が床に投映される、というスタ

イルで上演をしてきましたが、今回の会場となるギャラリーは壁も天井、

床も白。真っ白な空間で、床ではなく壁にグラフィックを投映することで

これまでとは異なる空間アプローチを試みます。

　また、今回の公演ではそれぞれのギャラリーで同時進行による作品上

演を行うため、観客の皆さんには南北どちらかのギャラリーで鑑賞いた

だくことになります。グラフィックとダンスの構成も、2つのギャラリーを

舞台に入れ子のように展開されるため、鑑賞する観客は同じ作品の表と

裏を同時に体験していることになります。2つの会場と2人のダンサー、2

つのグラフィック、対峙するそれらと向き合うという、これまでにない試

みで、日本とブラジル、グラフィック・アートとダンス、光と闇といった相

対する事柄をweightless＝無重力、フラットに捉えるという、本作の大き

なテーマがより鮮明になるのではないでしょうか。

　本作『Weightless Days』は、京都芸術センターでの公演後、フランス

各地、ポルトガル、ブラジルでの公演とインスタレーションが予定されて

います。その第一歩となる本公演に、ぜひご期待ください。

京都芸術センターでは、2012年度より、舞台芸術の創作・発表への

さまざまな取り組みを通し、その可能性に挑戦していくプログラ

ムとして「KAC Performing Arts Program」を実施しています。 2013年

度、コンテンポラリーダンスのプログラムの最初を飾るのは、グラフィッ

ク・アートとダンスのコラボレーション作品『Weightless Days』です。

　ブラジル出身でパリを中心に活躍するグラフィック・アーティスト、アン

ジェラ・デタニコとラファエル・ライン、京都を拠点に活動するダンサー・

振付家のヤザキタケシ、松本芽紅見が、2004年から「リサーチ・レジデン

ス」という形で共同創作を始めた本作品。これまでフランス、日本、ブラ

ジルで発表を重ねてきましたが、今回は京都芸術センターでの滞在制作

を経て新バージョンとして上演します。

　普段はパリと京都という離れた土地で活動している4人。3月から始

まった今回のクリエーションでも、ラファエル・ラインの5月下旬の来日

へ向けて、稽古中にSkypeでやり取りを重ね、それぞれが創ったダンス

やグラフィックの映像をYouTube上で共有することで作業を進めてきま

した。こうしたやり取りを積み重ね、共有してきたものを、京都芸術セン

ターでのクリエーションで仕上げていきます。舞台となるのは、京都芸

術センターの南北に位置する2つのギャラリー。それぞれのギャラリー

にデタニコとラインによる白と黒を基調としたグラフィック映像が投映さ

れ、そこでヤザキ、松本によるダンスが展開していきます。照明は一切

使用しません。映像とダンスという、2つの要素が組み合わされることで

はじめて生まれる空間が、それらの展開により次 と々組み替えられてい

きます。その相乗効果は、単なる足し算ではなく掛け算。どちらかだけ

では決して生まれない世界が目の前に現出してくる様子は圧巻です。こ

今回の上演では、これまで他の音楽家が行っていたサウンド作りをデタニコとラインの
2人が行うこともあり、離れた土地にいながらもかなり親密なやり取りが続いています。
とはいえ、グラフィック・アートの制作は基本的にデジタル、ダンサーの作業は身体を
使ったアナログなもの。日 の々やり取りの中でも、お互いの制作方法や考え方の違い
にはっとさせられることが多く、京都芸術センターでのクリエーションがとても楽しみで
す。公演終了後の6月3日から9日までは、今回制作したグラフィック・アートの展示バー
ジョンをギャラリーでお楽しみいただけます。こちらもぜひご注目ください。

川崎陽子（アート・コーディネーター）

KAC Performing Arts Program 2013 / Contemporary Dance
『Weightless Days』
日時： 5月31日（金）19:30、6月1日（土）15:00／18:00、6月2日（日）15:00
会場： ギャラリー北・南 
構成・振付・出演：ヤザキタケシ、松本芽紅見
構成・映像・グラフィック・サウンド：アンジェラ・デタニコ、ラファエル・ライン
料金： 一般前売2,500円／学生前売2,000円 ※当日要学生証呈示
 当日3,000円（一般・学生共） 
企画・制作：京都芸術センター、CATALYS-interface culturelle
チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴあ（Pコード：428-342）にて販売中。

[関連企画]

「Weightless Days」 オープンスタジオ
クリエーションの様子を本番に先駆けて公開します。
日時： 5月24日（金）19:00－21:00
会場： フリースペース
※事前予約不要・入場無料

「Weightless Days」 映像バージョン展示
日時： 6月3日（月）－9日（日）10:00－20:00
※会期中無休・入場無料／最終日は18:00まで
会場： ギャラリー北・南
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トラディショナル・シアター・トレーニング
2013（T.T.T.） 受講生募集
期間： 7月19日（金）－8月9日（金）
※その他詳細は募集要項をご覧ください。
締切：6月30日（日）〔必着〕
※短期ワークショップのみの受講も受付。
　日時：7月19日（金）－21日（日）
　定員：10名程度
　受講料：一般15,000円／学生8,000円
　その他詳細はウェブサイトをご覧ください。

アーティスト・イン・レジデンス2014
パフォーミング・アーツ部門募集
滞在期間：2014年4月－2015年3月（3ヶ月以内）
※その他詳細は募集要項をご覧ください。
締切： 6月30日（日）〔必着〕

京都市芸術文化特別奨励制度（奨励金300万円）
平成26年度奨励者の募集
新たな芸術文化の創造を促進し、京都の芸術文化
の振興を図ることを目的に、これから大きくはばた
こうとする若い芸術家たちを奨励します。
※詳細は募集案内、申請書をご参照ください。

奨励の内容：
将来に向けて積極的な芸術文化活動を行う、若
い芸術家たちの育成を目的として奨励金を交付
します。奨励金は、1個人又は1グループにつき
300万円（平成26年4月交付予定）。
※事業への助成目的ではありません。

応募資格：
芸術文化にかかわる活動を行い、次のすべての
条件に該当する個人又はグループ

・ 住所地、活動拠点又は予定する発表場所のいず
れかが京都市内であること

・ 京都の芸術文化の振興や発信に貢献する可能性の
ある活動（創作、発表、企画、研究など）を行っていること
申請方法：
募集案内・奨励申請書の内容を確認のうえ、定
められた方法で申請してください。下記の問合
せ・申請先などで配付、またウェブサイトからも
ダウンロード可。

締切： 7月31日（水）〔必着〕
申請者相談会：6月29日（土）15:00－18:00
会場： 京都芸術センター
※事前申込不要。当日時間内に直接お越しください。
　（受付は17:30まで）

問合せ・申請先：
○京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化
芸術企画課 特別奨励制度担当
〒604-8006
京都市中京区河原町通御池下る下丸屋町394
番地　Y･J･Kビル2階
TEL：075-366-0033
FAX：075-213-3181
http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000147735.html

○京都芸術センター 特別奨励制度係

夏休み芸術体験教室参加者募集
夏休み期間中に、小中学生や高校生が芸術に触れる機会
をつくるために、下記の教室を開催し、参加者を募集します。
日時： ①邦楽（琴・尺八）…7月24日（水）、29日（月）、8

月5日（月）、12日（月）、19日（月）〔計5回〕
※つめと練習用尺八代金を徴収します。〔つめ1,000
円、尺八2,500円程度・お持ちの方は不要〕

②能楽1（仕舞）…7月30日（火）、31日（水）、8
月1日（木）、6日（火）、７日（水）〔計5回〕
③能楽2（笛・小鼓・大鼓・太鼓）…7月30日（火）、31
日（水）、8月1日（木）、6日（火）、7日（水）〔計5回〕
④短歌…7月26日（金）－28日（日）〔計3回〕
⑤詩…8月2日（金）－4日（日）〔計3回〕
⑥童話…8月9日（金）－11日（日）〔計3回〕
⑦俳句…8月16日（金）－18日（日）〔計3回〕
いずれの教室も時間は10:30－12:00

募集対象：①小学校4年生～高校3年生
②小学校1年生～中学校3年生
③小学校1年生～中学校3年生（ただし笛
は小学校4年生以上）

④～⑦は小学校1年生～6年生
会場： 制作室ほか　
料金： 無料（一部実費）
定員： 邦楽…各20名・能楽1…25名・能楽2…各12

名・短歌、詩、童話、俳句…各15名
申込方法：
往復はがきに住所・氏名・ふりがな・学校名・学年・
電話番号・保護者名・希望の教室を記入の上、京都
芸術センター「夏休み芸術体験教室」係まで送付。
※①、③は希望の楽器を第1希望・第2希望を、④～⑦はそ
の中で第1希望・第2希望を必ず記入すること。なお、連続
して参加できる方に限ります。

締切：6月25日（火）〔消印有効〕

第230回 市民狂言会
日時： 6月14日（金）
 開場18:30 開演19:00
会場： 京都観世会館（左京区）
演目： 呼声、仏師、成上り、鬮

くじ

罪
ざい

人
にん

出演： 茂山千五郎、七五三、あきら
 ほか
料金： 前売2,500円／当日3,000円

第231回 市民狂言会
日時： 8月21日（水）
 開場13:30 開演14:00
会場： 京都観世会館（左京区）
演目： 財宝、梟

ふくろう

、いろは、濯
すす

ぎ川
がわ

出演： 茂山千五郎、あきら、千三郎
 ほか
料金： 前売2,500円／当日3,000円
 高校生以下500円（前売・当日共）
発売日：6月15日（土）

チケット取扱：京都芸術センター、大丸
京都店、高島屋京都店、京都観世会館、
チケットぴあ（Pコード：〔第230回〕427-964、
〔第231回〕429-369）
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術センターに
て販売。

平成25年度 「市民狂言会」
年間席札
公演日：6月14日（金）、8月21日（水）、
12月6日（金）、2014年3月7日（金）
会場： 京都観世会館（左京区）
料金： 8,000円（全4回分）限定100枚

第316回 市民寄席
日時： 7月18日（木）
 開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 林家染吉「御公家女房」
 桂米平　「阿弥陀池」
 桂春若　「夏の医者」
 林家染丸「辻占茶屋」
料金： 前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸
京都店、高島屋京都店、チケットぴあ（P
コード：428-689）

京都芸術センター 素謡の会
「ようこそ、観阿弥さん」 年間席札
公演日：6月13日（木）、9月12日（木）、
11月21日（木）、2014年2月13日（木）
料金： 5,000円（全4回分）

※チケットぴあで取扱いのチケッ
トは、電話、ぴあ窓口、コンビニ
エンスストア（セブン・イレブン、サー
クルＫサンクス）の専用端末などか
らご利用いただけます。
　WEB：http://t.pia.co.jp
　TEL：0570-02-9999

※各種年間席札はお一人様2枚
まで。予定枚数に達した場合
販売終了。京都芸術センターに
て販売中。

募集要項および応募用紙は、同センターにて
配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、
必要書類とともに京都芸術センターまで
送付または持参（持参の場合は締切日の20時まで）。

各種イベント申込方法
（別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込みフォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です。
（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待）

　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください。

展覧会

京都いけばなプレゼンテーション2013
『花菖蒲　花会』　
会期： 6月6日（木）－7日（金）10:00－20:00
  ※入場無料
会場： 講堂、大広間、インフォメーション

［関連企画］
いけばな体験－〈いけばなの日 お稽古はじめ〉
日時： 6月6日（木）19:00

7日（金）14:00
  ※所要時間1時間程度　
会場： 講堂
参加料：500円
定員： 各回20名
※要事前予約。5月23日（木）より受付。定員になり次第終了。

シンポジウム〈いけばなの日を迎えて〉　
日時： 6月6日（木）13:30－16:00（予定）
会場： フリースペース
※参加無料／事前申込不要（当日先着100名まで）

第1部―基調講演「いけばなの日を迎えて」
講師： 村井康彦（国際日本文化研究センター名誉教授）
第2部―シンポジウム「お稽古、今昔」
パネリスト：倉橋容堂（尺八演奏家）、茂山千五郎
（大蔵流狂言師）、髙木知寿子（ピアニスト） ほか
※詳細はウェブサイトにてご確認ください。

主催： 京都市、公益財団法人京都市芸術文化協会
協力： 京都いけばな協会
※Topic04（P4）もご覧ください。

伝統

素謡の会 「ようこそ、観阿弥さん」
第1回 《百万》
日時： 6月13日（木）開場18:30 開演19:00
会場： 大広間
出演： 河村晴久、橋本光史、河村香穂
 田茂井廣道、島田洋海
料金： 前売1,500円／当日1,800円
※Topic02（P4）もご覧ください。

伝統芸能ことはじめ講座編
「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第2回 《らくだ》
日時： 6月15日（土）14:00－15:30
会場： 大広間
講師： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金： 無料

音楽

明倫LPレコード倶楽部 番外編
「フリッツ・クライスラーを聴く」
日時： 6月1日（土）14:00－16:30

会場： ミーティングルーム2
曲目： ベートーヴェンのヴァイオリン協奏曲 ほか
講師： 亀村正章
料金： 無料
※Topic03（P4）もご覧ください。

京都芸術センター×京都市立芸術大学
アーティスト・イン・レジデンスプログラム2013
パイアス・チェン 打楽器マスタークラス
※逐次通訳あり
日時： 6月29日（土）14:00－17:00　
会場： 講堂
講師： パイアス・チェン（マリンバ奏者／作曲家／

2013年度招聘アーティスト）

料金： 5,000円　
  ※聴講料：1,000円
定員： 4名程度（応募者多数の場合は選考あり）
対象： 打楽器（マリンバ）でプロとして活動をして

いる演奏家、またはプロを目指して学んで
いる学生

申込方法：
応募用紙に必要事項を記入し郵送、FAXにて
送付。ウェブサイトからの申込も可。

ダンス

KAC Performing Arts Program 2013 / 
Contemporary Dance
『Weightless Days』
日時： 5月31日（金）19:30 

6月  1日（土）15:00／18:00
2日（日）15:00

会場： ギャラリー北・南 
料金： 一般前売2,500円／学生前売2,000円
  ※当日要学生証呈示
 当日3,000円（一般・学生共） 
チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴあ
（Pコード：428-342）にて販売中。

［関連企画］
『Weightless Days』 映像バージョン展示
日時： 6月3日（月）－9日（日）10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料／最終日は18:00まで
会場： ギャラリー北・南
※Topic01（P1）もご覧ください。

K YOTO EXPERIMENT

KYOTO EXPERIMENT 2013プレ事業
舞台芸術コーディネーター育成事業
～こども向けプログラムの実践～公開講座
3 「子どものためのフェスティバル運営について」
日時： 6月9日（日）15:00－17:30
4 「子ども対象の事業企画／劇場の事例」
日時： 6月15日（土）15:00－17:30
5 「子ども対象の舞台芸術作品製作／演出家に聞く」
日時： 6月22日（土）15:00－17:30

6 「子ども対象の事業企画／英国の事例」
日時： 6月29日（土）15:00－17:30
※詳細はKYOTO EXPERIMENTウェブサイトをご覧く
ださい。
会場： 京都芸術センター内
料金： 各回500円
申込・問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839（平日11:00－19:00）
　WEB：http://kyoto-ex.jp 

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料）

よろしおすえ京ことば
～明倫ワークショップヨーロッパ企画篇
映像作品をもとにした京ことばの実演・京ことば
カルタ大会などを実施します。
日時： 6月1日（土）14:00－15:30
会場： 和室「明倫」
ワークショップリーダー：本多力
定員： 15名

月面クロワッサン 「クサい演技、自然な演技」
演技プランを組んでいく方法を考えます。
日時： 6月2日（日）19:00－21:00
会場： ミーティングルーム2
定員： 15名
持物： 筆記用具
※動きやすい服装でご参加ください。

ナントカ世代
「日本語上手（にほんごじょうず）になろう。」
言葉をきちんと伝えるために、日本語上手を目指
しましょう。特に言葉の構造に着目し、ナントカ世
代的に分析することからはじめます。ナントカ世
代の本番がお得（1,000円）に観劇できる特典付。
日時： 6月8日（土）15:00－16:30
会場： 制作室4
定員： 10名
※俳優初心者の方や仕事のプレゼンで差をつけたい方
にオススメです。

てんこもり堂 「シェイクスピアを旅する」
今回は喜劇『夏の夜の夢』がテーマです。 
日時：〔後編〕6月9日（日）14:00－18:00
会場： 制作室1
定員： 8名
対象： シェイクスピアに少しでも興味のある方
※動きやすい服装でご参加ください。

ヨーロッパ企画 「俳優ワークショップ」
短いコントのテキストをもとに、日常会話を積み
重ねてコメディに発展させる方法を探ります。
日時： 7月6日（土）13:00－17:00
会場： 制作室6
ワークショップリーダー：大歳倫弘
定員： 10名（演劇経験者が望ましい）
※動きやすい服装でご参加ください。

共催事業

音楽家のためのキャパシティビルディング
第18回シリーズ
日時： 6月1日（土）13:00－19:00
 2日（日）13:00－17:00
会場： 講堂、フリースペース
受講料：20,000円（税込／2日間）
聴講料：1,500円（1日）、2,000円（2日）
※詳細は主催者ウェブサイトをご覧ください。

主催・問合せ：NPO法人音楽への道CEM・長
岡京室内アンサンブル
　TEL／FAX：075-351-5004
　WEB：http://www.musiccem.org/

コミュニタリアリズム2013
日時： 6月2日（日）開場16:30 開演17:00　 
会場： 講堂
出演： 金井亜沙美（ピアノ）
曲目： ラッヘンマン作曲「セリナーデ」ほか
料金： 無料（要入場券）
主催・問合せ：金井亜沙美
　TEL：090-5256-6521  
　E-mail：billet.c.r@gmail.com

第2回 笑えない会
日時： 6月8日（土）開場14:30 開演15:00
会場： 講堂
出演： 桂よね吉、茂山正邦 ほか
演目： 落語「帯久」、狂言「粟田口」
料金： 一般前売3,000円／当日3,500円
 25歳以下2,500円
  ※当日要証明書呈示
主催： よね吉・正邦ふたり会
問合せ：075-221-8371（茂山狂言会）

『Piano×Computer  Electro Acoustic 
Concert ～根底の響きを探って～』
日時： 6月9日（日）開場13:30 開演14:00
会場： 講堂
出演： 三木祐子、金崎亮太
ゲスト：森下明彦、中井康之
料金： 無料
主催： Yoha Public
問合せ：info@yoha-public.jp（担当：野口）

『景 風 趣 情―自在の手付き―』
伊藤存、小川智彦、ニシジマ・アツシによる3人展。
会期： 6月14日（金）－7月14日（日） 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料／最終日は17:00まで。
会場： ギャラリー北・南
主催・問合せ：「景 風 趣 情」プロジェクト
　E-mail：kfsj@hotmail.co.jp

ロロvol.9 『ミーツ』
東京を中心に活躍する劇団の新作公演と映画上映。
［公演］
日時： 6月14日（金）19:30
 15日（土）19:30
 16日（日）13:00
会場： フリースペース
脚本・演出：三浦直之
料金： 一般前売2,500円／当日3,000円
 学生前売2,200円／当日2,700円
 高校生以下1,000円
  ※当日要学生証呈示
［映画上映］
日時：6月15日（土）15:00
 16日（日）17:00
料金：予約1,300円／当日1,500円
主催： ロロ
問合せ：090-6182-1813（制作：坂本）

大人と子どもの日本舞踊体験教室
日時：6月16日（日）14:00－16:00
会場：和室「明倫」
料金：500円
※参加申込は1週間前まで。先着20名。
主催・問合せ：京のたぬき囃子実行委員会
　TEL：075-221-4258

Bungakuコンプレックス
日時： 6月21日（金）19:00
 22日（土）14:00★／19:00
 23日（日）14:00
  ※★アフタートークあり
会場： フリースペース
構成・演出：村川拓也、ニノキノコスター

料金： 一般2,500円／ペアチケット4,300円
 ユース（25歳以下）1,800円 ※当日要証明書呈示
主催・問合せ：愛知京都演劇プロジェクト
　TEL：080-3110-9727
　E-mail：bungaku_c2013@aichi-kyoto.com

制作支援事業

京都芸術センター制作室にて制作された公演・
展覧会情報
（　印は京都芸術センターチケット窓口にて販売中）

ニットキャップシアター 『少年王マヨワ』
日時： 6月14日（金）19:30◆
 15日（土）14:00★／19:00
 16日（日）14:00
  ※◆初日特別料金、★アフタートークあり
会場： AI・HALL（伊丹市）
料金： 前売3,000円／当日3,500円
  ※その他学生・25歳以下料金あり
  ◆初日特別料金2,500円 
問合せ：ニットキャップシアター
　TEL：090-7118-3396　
　E-mail：info@knitcap.jp

ナントカ世代
『その十字路の先を右に曲がった。』
原作シリーズの新展開、チェーザレ・パヴェーゼ
の遺作「月とかがり火」を採り上げます。
日時： 6月21日（金）19:00
 22日（土）14:00／19:00
 23日（日）13:00／17:00
会場： アトリエ劇研（左京区）　　　
料金： 前売1,800円／当日2,300円
  ※その他学生料金・ペア料金あり　
問合せ：ナントカ世代
　TEL：090-7151-7107　　　　　　
　E-mail：sedai@jv.main.jp

遊劇体＃54 『戀女房―吉原火事―』
日時： 6月28日（金）18:00
 29日（土）11:00／17:00
 30日（日）11:00／17:00
 7月  1日（月）14:00
会場： AI・HALL（伊丹市）
料金： 前売2,800円／当日3,000円
  ※その他学生料金あり
問合せ：遊劇体
　TEL：090-1907-6804（制作）
　E-mail：yu_geki_tai@hotmail.com

てんこもり堂第5回本公演 「真、夏の夜の夢」
てんこもり堂流、Ｗ・シェイクスピア『夏の夜の
夢』を上演いたします！あなたの夢は何ですか？
日時： 7月5日（金）19:00
 6日（土）14:00／19:00
 7日（日）14:00　 
会場： アトリエ劇研（左京区）
料金： 前売2,000円／当日2,300円
  ※その他学生料金・ペア料金あり
問合せ：てんこもり堂
　TEL：090-9701-9962（制作）
　E-mail：tenkomoridou@yahoo.co.jp

黒子沙菜恵 『蜜
みつ

婆
ばあ

』
あうんともこ、黒子沙菜恵（ダンサー）、辰巳加奈
（音楽家／Mujika Easel）が酒蔵で共演。
日時： 7月6日（土）15:30
 7日（日）14:30
会場： 伊丹市立伊丹郷町館（旧岡田家住宅・酒蔵）
料金： 前売2,200円／当日2,500円
  ※着物または浴衣でお越しの方は200円引
問合せ：蜜婆企画
　TEL：090-9546-5726
　E-mail：sanaekuro512@yahoo.co.jp
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米国コロラド州の出身で、当初はオペラ歌手を目指し

てクラシックを学びながらも、2000年ごろから自主制作

盤などを発表してより独自な音楽性のシンガーソングラ

イターとして活動してきたジョセフィン・フォスター。近年

には公私に渡るパートナーであるスペイン人ギタリストの

ヴィクトール・エレーロとともにより脱国境的な音楽性を

示しており、スペインの古謡／トラッドに取り組んだ『アン

ダ・ハレオ／ペルラス』が昨年に日本でも音楽フリークの

間で話題を集め、最新作の『ブラッド・ラッシング』は英国

の硬派な音楽誌『WIRE』にて昨年の年間ベストに選出さ

れるなど高評価を得ている。初となった今回の日本ツアー

の京都公演では、ゲストとして偶然に同時期に来日してい

た『ブラッド・ラッシング』の録音メンバーで、初期のパー

フェクト・サークルやZWANに在籍したことで世界的に知

られるベース／ヴァイオリン奏者のパズ・ランチャンタンも

加わり、各々のソロとセッションが堪能できた貴重な一夜

となった。

まずは地元・京都を拠点とする林拓が英国トラッドやフ

リー・フォークに通じる弾き語りを聴かせると、次に登場し

たパズは自身が弾いたベースのループにヴァイオリンの

旋律も多重録音で重ねながらのソロを展開し、最後には

ヴェルヴェット・アンダーグラウンドの名曲カバーも披露し

てくれた。続くヴィクトールは、フラメンコやボサノバなど

も自在に弾きこなす彼らしく、南米音楽に通じる心地よく

大阪市立美術館で特別展「ボストン美術館　日本美術の至宝」が開催されて

いる。ボストン美術館といえば、モース、フェノロサ、ビゲローと岡倉天心らによ

る日本美術コレクションが注目されるが、今回は10万点以上というその所蔵品か

ら、未公開品を含む70点が公開された。

展示の目玉のひとつ、「吉備大臣入唐絵巻」は、遣唐使・吉備真備（695～775）の

唐の宮廷での物語を描いたものだ。これは史実と合致しない説話物語で、入唐

するや楼閣に閉じ込められてしまった吉備真備を、さきに唐にわたり客死した遣

唐使・阿倍仲麻呂の霊が訪ねることに始まる。幽鬼となった仲麻呂が日本に残し

た子孫の様子を真備に聞いて喜び、唐人からの様 な々難問をともに解決していく

という内容だ。

魅力はなんといっても豊かな人物描写で、仲麻呂の超能力によってふたりが

こっそりと試験問題をのぞき見ている何とも言えない表情などは、最近のでこぼ

こコンビもののコメディを見ているようでもある。また唐という当時の圧倒的な文

化と権力のメッカ、あこがれの地で、“いなか”のエリートであった島国の二人が

時にしょげ、見栄を張りながらも奮闘するストーリーは、おどろくほど現代にもつ

ながる面白さだ。居眠りをしたり頭を抱えたりの唐人の群像もユーモラスに描き

分けられ、愛にあふれた優れた人物描写には、人間って昔からこうやって来たん

だと胸が温かくなりもする。全巻公開となった今展では、わかりやすく楽しい作

品解説とともに、その魅力を存分に感じ取ることができた。また曽我蕭白のコレ

クションもまとめて展示され、「雲竜図」は大規模な修復を経て本来の襖絵の姿に

戻り、初公開されている。

ボストン美術館の日本美術のコレクションの歴史は、館の開館とほぼ同時に始

まる。西欧化に躍起になっていた明治初期の日本で、お雇い外国人また資産家

であったモース、フェノロサとビゲローは、廃れ滅び始めていた日本古来の文化

財に惚れ込み収集活動にいそしんだ。またフェノロサは、日本の文化財の散逸と

流出を防ぐため、自己矛盾を抱えつつも日本における最初の文化財保護政策に

関わっていった。そして日本の知識人たちも彼らの調査収集活動に積極的に協

力する。列強の国から来た学者、文化人である彼らのお墨付きを得ることは、美

術品を足がかりに国家そのものの水準の高さをも主張する恰好の材料となった

であろう。

文化財の移動の契機として、最も顕著なものに植民地支配があげられる。そこ

で生まれた軋轢は後世まで複雑に絡まり合い、真摯に取り組むべき宿題を我々に

残していく。しかしさきに紹介した彼らの間には、精神的な優位性や経済的な支

配構造が存在していたとは言え、武力が介在するものではなかった。つまりそう

した政治的感情的な衝突がないからこそ、その推進力が強力であったとも言える

だろう。今回の出品作は海を渡り、手厚く保護されこのたび里帰りした。名品た

ちの陰からは、洗練された強国の文化知識人たちのかつての「発見」の喜びと感

動が、そして文化財を見出された当時の日本人たちの自負心と野心が、かすか

なざわめきとなって聞こえてくるようだ。

グランフロント大阪の一角を占める知的創造拠点ナレッ

ジキャピタル、その４階に演劇やビジネスイベントに利用でき

るナレッジシアターが誕生した。ナレッジキャピタルは、大学、

研究機関、企業が開発する先端技術や新しいサービスを実

体験できるエリアだ。そんな場所で「演劇」は一体どんな役

割を果たすべきなのか。その一例を示すこけら落とし公演

が、平田オリザ・石黒浩両大阪大学教授によって行われた。

その名もロボット演劇版『銀河鉄道の夜』。大筋は宮沢

賢治の原作どおりだが、カンパネルラを演じるのは人間

の俳優ではなく、ATR知能ロボティクス研究所のロボット

「ロボビー」だ。原作のカンパネルラは「本当の幸せとは

何だろうか」と悩み続け、最終的に友達のザネリを助ける

ために自らの命を投げ出す少年である。このカンパネル

ラがロボットだとどうなるか。

「本当の幸せとは」なんていかにも人間くさい問いをロ

ボットが発することになるし、そんな人間的な側面を見せ

ながらも、結局は自らを犠牲にしてザネリすなわち人間を

助けるという、典型的なロボットの宿命を生きることにも

なる。最先端のロボットを登場させる趣向によって、古典

的な童話の世界はこうも生まれ変わるのだ。

もちろん、人間であるジョバンニ（紙本明子）とカンパネルラ

も高度なコードワークに所々でスパニッシュな強度を垣間

見せる独自の弾き語りで魅了。そして、ソロとして最後に

登場したジョセフィンはピアノを弾きながらゆるやかに歌

いはじめたが、レコーディング作品でも際立っていたイン

ディー系フォークの歌い手らしいイノセントさとオペラを学

んだ経験のある巧みさが同居した歌声は、まさに彼女独

自のもの。穏やかな歌声ながら、この手のシンガーとして

は珍しくマイクを少し離して歌う場面も多く見られるなど、

ライブで観ることで彼女の唱法の独特さ、そしてあらゆる

タイプの楽曲を天衣無縫に歌いこなす魅力について再発

見できた。

終盤はジョセフィンに相方のヴィクトール、ゲストのパ

ズが加わったトリオ編成で、『ブラッド・ラッシング』の収録

曲を交えつつ、ジャンルレスな3者の個性が交わりあった

アンサンブルを展開。フォーク的な素朴さとオペラ的な流

麗さが同居したジョセフィンの歌に、南米のフォルクロー

レを思わせるようなギターとコーラスからエレキを用いて

のハードな楽曲までと多彩なノリをみせるヴィクトールに、

時にヴァイオリンでアルメニア系のルーツを持つことを窺

わせるような東欧的な旋律も聴かせるパズ。彼らが奏でる

無国籍なサウンドは新しくもどこかノスタルジックで、米

国のフォーク音楽の根底に息づく多様性を奔放に引き出

したかのようだった。

＝ロボットの心の交流も描かれ、ロボットが人間社会に自然

と溶け込んでいる様を見せつけられる。そして、人間的な悩

みを持ったロボットに対するおかしみと、それでもやはりロ

ボットはロボットという切なさ、あるいは皮肉が醸し出される。

しかし、観客はこうした虚構の物語を無邪気に楽しむ

だけではない。「ロボットの心」とか「人間的な悩み」とか、

存在し得ないものを感じ取れる想像力の豊かさに満足す

るだけではない。ロボットが首をかしげるその角度、目線

を向けるタイミング、人間の発話に対する応答までの時

間、これら厳密に制御された一つ一つの動作が、ロボット

の「内面」を形成していくことに気づかされるのだ。もっと

正確に言うなら、ロボットと接する人間との関係において

「内面」が作り出されることを体感するのだ。

ロボット演劇の取り組みが劇場に閉じておらず、来るべ

き現実世界に開いているのは明らかだろう。ここでは、舞

台は未来のショーケース、あるいは未来を生み出す実験

室である。ロボットは現実世界において、人間に対してど

のように振る舞う（ようにプログラミングされる）べきなのか、観

客もまた科学者のようにロボットの一挙手一投足を観察

し、未来を予測する。それもロボット演劇の楽しみである。

ハムレットは「演劇は時代を映す鏡」と言ったけれども、こ

の舞台は、先端技術と切り結んで、空想やごまかしでは

ない確かな未来像を映し出している。こうした演劇こそが、

この劇場にはふさわしいのだろう。 （2日19時観劇）

よしもと ひですみ／音楽ライター●大阪市在住。2011年には東京の大
石始氏との共同監修・執筆で、欧州／アフリカ／アラブ／南米／アジア
など世界中の現在進行形のダンス・ミュージックを俯瞰した『GLOCAL 
BEATS』（音楽出版社）を刊行。

ひぐち ともこ／大阪市立東洋陶磁美術館 学芸員●いつもぬき足さし足、あわててばかりの赤ちゃん
連れでのミュージアム体験を公開・共有したいと思っています。授乳室の有無だけではない施設メモ
にできれば。ほそぼそと準備中です。

まさき よしかつ／美術館学芸員●福岡の嘉穂劇場でチラシを見たので
すが、戦前に「新派ロボットゴリラ応用劇」というお芝居があったそうで
す。これはこれで気になります。

ボーダーをしなやかに
超える、天衣無縫な歌声。

海をわたる物語

未来を生み出す実験室

音楽

美術

演劇

JOSEPHINE FOSTER & VICTOR HERRERO
4月17日（水）
UrBANGUILD（京都市）

特別展「ボストン美術館　日本美術の至宝」
4月2日（火）－6月16日（日）
大阪市立美術館

大阪大学ロボット演劇プロジェクト×吉本興業
『銀河鉄道の夜』
5月2日（木）－12日（日）
ナレッジシアター
（うめきた・グランフロント大阪 ナレッジキャピタル4階／大阪市）

吉本秀純

樋口とも子

正木喜勝

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

© KNOWLEDGE CAPITAL

撮影：三田村亮

「吉備大臣入唐絵巻」（部分） 平安時代・12世紀後半 ボストン美術館蔵
Photograph  © 2012-2013 Museum of Fine Arts, Boston.

伝統芸能ことはじめ講座編 「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」 第2回 《らくだ》

京都いけばなプレゼンテーション2013 『花菖蒲  花会』　

［共催］ ロロvol.9 『ミーツ』（［公演］6/14－16／［映画上映］6/15－16）

［共催］ Bungakuコンプレックス［共催］ 音楽家のためのキャパシティビルディング 第18回シリーズ

素謡の会 「ようこそ、観阿弥さん」 第1回 《百万》

番外編 明倫LPレコード倶楽部 「フリッツ・クライスラーを聴く」

［明倫WS］ てんこもり堂 「シェイクスピアを旅する」〔後編〕

［明倫WS］ ナントカ世代
「日本語上手（にほんごじょうず）になろう。」［明倫WS］ 月面クロワッサン 「クサい演技、自然な演技」

［共催］ コミュニタリアリズム2013

［共催］ 第2回 笑えない会 ［共催］ 大人と子どもの日本舞踊体験教室

［共催］ 『Piano×Computer  Electro Acoustic Concert ～根底の響きを探って～』

KAC Performing Arts Program 2013 /
Contemporary Dance 『Weightless Days』 （5/31－6/2）

KYOTO EXPERIMENT 2013プレ事業
3 「子どものためのフェスティバル運営について」　

KYOTO EXPERIMENT 2013プレ事業
4 「子ども対象の事業企画／劇場の事例」

KYOTO EXPERIMENT 2013プレ事業
5 「子ども対象の舞台芸術作品製作／演出家に聞く」

KYOTO EXPERIMENT 2013プレ事業
6 「子ども対象の事業企画／英国の事例」

京都芸術センター×京都市立芸術大学 アーティスト・イン・レジデンスプログラム2013
パイアス・チェン 打楽器マスタークラス

『Weightless Days』映像バージョン展示

E V E N T  C A L E N D A R　6 / 1 ▲ 6 / 3 0

図書室休室日：6月28日（金）

［共催］ 『景 風 趣 情―自在の手付き―』 （6/14－7/14）

［明倫WS］ よろしおすえ京ことば～明倫ワークショップヨーロッパ企画篇

sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
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　古来、諸芸道において、6歳の6月6日から稽古をはじめると上達が早いという
言い習わしがあります。
　いけばなのお稽古をはじめる日…
　いけばなのますますの上達を願う日…
　いけばな文化について考える日…
　いけばな文化をさまざまな方法で広く発信し、多くの方 に々お届けすることを
目的に、大切につないでいくべき永い歴史と伝統を持ついけばなの 古

いにしえ

を稽
かんがえ

る
こと、つまりはお稽古を重ね、心と技を磨き、いけばな文化の現在と未来を作り
出したいと考えます。
　京都いけばな協会では、全関西のいけばな界で連携し、6月6日を「いけばな
の日」と提唱します。

　京都のいけばなの流派が集う、京都いけばな協会が今春掲げた提唱文をひい
てみました。
　「京都いけばなプレゼンテーション2013」では、京都いけばな協会が提唱する「6月6
日はいけばなの日」に協賛するもので、いけばな発祥の地、京都からいけばな文化を広
く発信し、多くの方 に々お届けするあらゆるプレゼンテーションを試みます。
　いけばなの日、6月6日を初日に、季節の花、古典の花である花菖蒲を花材に、
いけばな34流派の家元や代表者、次世代を担う若手華道家たち総勢66名が技
と美を競います。様 な々姿の花菖蒲が立ち並ぶさまは壮観です。
　展覧会の関連企画として、いけばな初心者の方にもぜひご参加いただきたく、
いけばなのお稽古の体験の場も設けています。いけばなの歴史に立脚し、納得
の論理を説くレクチャーと実技指導のもと、花菖蒲をいける基本的な作法、心得、
技をお稽古してみましょう。
　また、伝統文化を継承し、技を伝授する“お稽古”を重んじる華道をはじめ、芸
術文化について多角的に考察するシンポジウムも開催します。
　芸道上達の吉日、6月6日にいけばなを観て、触れて、考えていただく場となり
ますよう多くの皆様のご来場をお待ちしています。

2013年度「明倫レコード倶楽部」年間予定
※司会：★の回…亀村正章／◎の回…いしいしんじ

6月1日（土） 番外編「フリッツ・クライスラーを聴く」★
8月31日（土） 其ノ48「ビートルズができあがるまで」◎
11月2日（土） 番外編「黒く塗れ！ブルースからドゥワップまで」◎
12月22日（日） 其ノ49「クリスマス特集」★
2014年2月15日（土） 其ノ50「クラシックバレエの名曲特集」★

ゲスト：宮下喜久子（宮下靖子バレエ団団長）
※イベント情報（P2）もご覧ください。

─今年度扱う４つの作品について教えてください。
　第1回の《百万》は、観阿弥が得意とした《嵯

さ

峨
が

物
もの

狂
ぐるい

》という古作を元に作られたといわれています。観

阿弥は名手・「百万」の流れである「乙
おと

鶴
づる

」に曲
くせ

舞
まい

（中

世に流行した芸能）を学びました。《百万》の狂女（シテ）

はこの百万がモデルといわれます。今回のシリーズ

では、観阿弥が能に導入することを試みた「曲舞」の

変遷もご覧いただきたいとも考えています。その意

味からも第1回にふさわしい作品です。

　第2回の《自
じ

然
ねん

居
こ

士
じ

》は、最も「観阿弥らしい曲」と

言えるかと思います。とても面白い「芸尽くし」の作品

で、劇的な構成です。

　第3回の《通
かよい

小
こ

町
まち

》は、いわゆる「現在能」＊である

能の詞章の美しさや響きに着目し、謡曲の原点である「謡」からその物語を体感する「素謡の会」。

9年目を迎える2013年度は「ようこそ、観阿弥さん」と題し、生誕680年を迎える観阿弥の作とされる演目を取り上げます。

6月13日開催の《百万》を前に、企画者・ナビゲーターである田茂井廣道氏にお話を聞きました。

《百万》《自然居士》とは異なり、世阿弥によって完成

する「複式夢幻能」＊＊の原型として位置づけられる曲

です。

　さらに第4回《求
もとめ

塚
づか

》は、観阿弥が作った原《求塚》を

世阿弥が複式夢幻能に完成させた作品といわれ、い

わば観阿弥から世
ぜ

阿
あ

弥
み

への橋渡しといえる曲です。

　全4回を通して、観阿弥の作品を知り、更に観阿弥

から世阿弥への作風の変化を感じていただけたら幸

いです。

─「素謡」で観阿弥作品を聞く魅力とは何ですか？
　観阿弥の作品は、能の「定形」が定まる前の作品で

す。古態ゆえに、かえって新鮮に映るかと思います。

それを素謡でお聞きいただければ、きっと「朗読劇」と

しての面白さも発見できるでしょうし、それぞれの作

品をより生き生きとしたものとして感じていただけるで

しょう。ぜひ多くの方にお越しいただきたいですね。
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素謡のほかに仕舞や解説もありますので、「能はよく分から
ない」という方にもお楽しみいただけます。ぜひ大広間にて、
「観阿弥さん」の息吹を感じてみてください。

岩村空太郎（アート・コーディネーター）

田茂井廣道 （たもい・ひろみち）
能楽師・シテ方観世流。幼少より河村
晴夫、長じて13世林喜右衛門に師事。
今までに「石橋」「乱」「道成寺」「翁  千
歳」「望月」等を披く。2005年度より京
都芸術センター主催事業「素謡の会」
シリーズのナビゲーターを務めるほ
か、アウトリーチ事業・地方でのレク

チャーを精力的に催すなど、多方面から能の普及に務める。
公益社団法人能楽協会社員。同京都支部教育特別委員。

中野恭心（京都いけばな協会会長）

  ＊「現在能」：現実世界の出来事を描いたもの。
＊＊「複式夢幻能」：「夢幻能」は旅人などの夢の中に主人公が在りし
日の姿で現れ、夜明けと共に夢が覚め主人公の姿も消えるという
構成。「夢幻能」では多くの場合、前半に仮の姿で現れ、後半が夢
の中となる。前後二場に分かれるので「複式」という。

近年、若い人々の間でレコード盤の人気が復活してい
るといいます。いつでも手軽に音楽を聴くことができ

る現代でもなお、世代を超えて愛される、その魅力とは一体
何でしょうか。
　「明倫レコード倶楽部」は、今年11年目を迎える、京都芸
術センターの名物企画の一つです。レコード研究家の亀村
正章氏を進行役に迎え、その貴重なコレクションの中から、
テーマに沿った名曲の数 を々ご鑑賞いただきます。「みなさ
まと音をわかちあえることがなにより嬉しい」と、毎回終了
後に笑顔を見せる亀村氏は、長年音楽番組の企画・制作に
携わってきた音のプロ。そんな亀村氏が、「少しでもよい音
を」と、選曲から機材までこだわった、贅沢な音の空間をお
楽しみいただけます。毎回多くのお客様にご好評いただき、
着実にファンを増やしています。
　今年度は、亀村氏に加え、レコード愛好家としても知られ
る小説家のいしいしんじ氏を、年２回、新たに進行役として
迎えます。熱心な音楽ファンからそうでない方まで、幅広く
お楽しみいただける、一層多彩な内容となりました。
　初期のレコードの録音は一発勝負。その一度に賭ける緊
張が、針を通して伝わってきます。歴史的な演奏家たちの名
曲を、目を閉じればその場にいるような臨場感を味わうこと
ができるのは、古いレコードの大きな魅力でしょう。次回6月
1日（土）のテーマは、「フリッツ・クライスラーを聴く」。世界
的ヴァイオリニストの名演奏を、そんな贅沢な音で味わって

みませんか。
　元明倫小学校の古い校舎の中で、懐かしいメロディに
耳を傾けながら、昔に思いを馳せてみたり、蓄音機で好き
な曲の新しい一面を知ってみたり。あなたなりのレコード
の楽しみ方を見つけてはいかがでしょう。人々を惹きつけ
てやまないその魅力を、ぜひ、あなたの耳で確かめてみて
ください。
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贅沢な音と、午後のひとときを 京都いけばな
プレゼンテーション
2013

明倫レコード倶楽部

レコードに馴染みのない世代ですが、初めて聴くその存在感ある音に
感動しました。午後の暖かい光の中で、音楽に耳を傾けるのは何とも
気持ちが良いものです。年代を問わずたくさんの方に参加していただ
けたらと思います。

武本彩子（アート・コーディネーター）

亀村正章 （かめむら・まさあき）
京都放送株式会社（現KBS京都）で、クラシック音
楽を中心としたラジオ・テレビ音楽番組を企画制
作。退職後、大学講師、京都コンサートホールプ
ロデューサーなどとして活躍。2003年より、明倫レ
コード倶楽部の企画・司会・進行役を務める。

いしいしんじ
作家。京都在住。『麦ふみクーツェ』で坪田穣治文
学賞（2003）、『ある一日』で織田作之助賞（2012）。
著作に小説『ぶらんこ乗り』『ポーの話』『みずうみ』
『四とそれ以上の国』など、エッセイ『熊にみえて
熊じゃない』『遠い足の話』など多数。

「ようこそ、観阿弥さん」 年間予定
第1回《百万》 6月13日（木） 第2回《自然居士》 9月12日（木）
第3回《通小町》 11月21日（木） 第4回《求塚》 2014年2月13日（木）
※イベント情報（P2）もご覧ください。

京都いけばなプレゼンテーション2013 『花菖蒲　花会』
会期：6月6日（木）－7日（金）10:00－20:00  ※入場無料
※イベント情報（P2）もご覧ください。

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
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